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特別支獲教育の充実に向けて
枝長屋部喜美子

学樹立、集団で争'5\ところです。先生カ糠り出す対抗指示を理解して、活劃

したり話し治ったり、また、友達と，~を通わ世、共感しぶとり、問調lAE.りレて、

社会のマナー噌絢束に従って行動する鯨妾や資質を筑放す。社創生を育くむだ

めに必要な土嬢カえ学級を単位とする集団行動です。

学級の友達と一緒に行動に移せればそれにこレだことはないのですが、中に

は集町預肉管と同じようにできなかったり、太人とのコミュニケーシヨンは
良くとれるのに、子ど割司土だとうまく意思の疎通がて危なかったり、摩擦を生

じるといっ定行劃カ切られる子ども力引ます.畑切こは十分であっても、落ち着

きかなはこだわりわ秘k パニックを起こす、突然キレる、集団行盟問肌な
いなどι漣白から、特別な支援を必要とする児童固ま、平成14年の文部科学省が

実施し定調査によると、約6%の容j合で学繊こ在籍してし 1る可能性カもることが

分かっています。

東京番目立、今俊樹リ支援教育σ践を図るた従漸だl<:8t薗を進めていきます。

特別支援が必要な子どもはもちろ九周りにいる子どもたちにとっても、同じ社

会を構成する一員として、亙しWこ認め、支え合否環境づくりが必要です。学樹立、

相手の特長を理調停した上で、亘い!こ認虻治山励まlノ合う関係を育てるよう、更

に努めてまいります。また教繍員にも、子ども一人一人力え安山レて集団宣言舌に

@幌跡、耳切ことを理解して良野な友溜掲係を築くことお?できる指導力、学級

作りの実践を課題としていきます。

時折、友達と取っ組み合いのケンカをしてケガをlJ1é.兜齢線健室に連れてこ

られたとの報告を受け、犠子をみにいくことカ句あります。ケンカカtあつだことは

真っ赤な亙し湖沼 iっ掻き傷から判るくらいで、獄分しか吃ってしないのに、亙い

に穏やかな表情をしていること力移いように患います。冷静になっているのを確

力ぬ原因はと間くと、些細なこと旬亦快感を与えるひとき均等樹貯です。良く考

えれJ~辰手なケン力にはならないでしょうと反省をさせ、以後暴力で働側ët許

されないと奮し漕動、世、学級に戻すことカ句あります。ある時、思い当たることが

あって、「夜道目立、仲良レでも他人だから、他人にきってはいけない言葉という

のが唆hるでしょう。遠慮をするということを君は考えられないのですか。」と尋

ねてみました。すると、予想外の言葉ガ湿ってきまレた。「おうちの人にゆ崎3

制すたくないから遠慮す&でも、学検乃友道国こ，ët、遺a閉ましな"\.J と。

緩尽な要因力協っても、子どもに家庭で感謝の言葉号線拶を意識して遭わ也、

温かい言葉を磨くこと力吠事です。また、相手の立場!こなって物事を考えるのが

苦手という困雛さから起こす衝到こは紙に書いたり図常総にしだりして気持ち

を確認させる、じっとレていられない子には、きちんと座っていることを蜜め、

時間を区切って集中させる、字￠彬がとりにくしL 整理強績が灘Uパ等{こf~ 小

さなステッブで繰り返L淑えること哲必聾と考えます。困っている創立、子ども

自身です。集団生活に魁|傑むように学校は、家庭、関係諸繍却と連携して、より

良い支援をしていきたいと考えます。
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r6年生ありがとう これからも西葛西小を楽しい学校にしていくよJ

やさしくレてくれた6年生、関けてくれた6年生。そんな6年生とお別れする臼が近づいて
います。今まで学絞のために、下学年のために一生懸命だった6年生!こ、「これからもぼくたち・
わたしたちはがんばるよ。今まで本当にありがとう。J という感謝の気持ちを伝えるだめに r6
年生を送る会j を開きます。また、この会は自分たちもこれだけ大きくなったと
発表する会でもあります。 \_.-四コ~--..，
在校生は、一年間の学習での成果を出レ物にこめて卒業を祝います。兜童会 ¥ いy噛ごと4

、弘 、百・.，./

活動や薮笛隊の伝統とともに、 5年生はパトンを引き継ぐのもこの臼です。 二同;:;t::;ブ J
6年生は小学校生活の思い出を絢に、卒業への準備をはじめます。また、企画・

運営は代表委員会が担います。新たに3年生の仲間を加えた22人で計画を立てます。
かげで会を運醤する子たちを応援ください。
別れるのは添しいけれど、お亘いに笑顔と相手へのやさしさで祝うことができるようにした
いと思います

特~II詩電動芋俸高橋儒符

「薬物乱用防止教室J
2月88の薬物乱用教室では、「だぱこ」をテーマに、 4年生がたばこの容と健康について、

薬剤師の藤井修先生からおききをうかがいます。
4年生にお家の人でたばこを吸っている人がいるかどうか、潤いてみたところ、「吸

いJ r外では吸うけれど、家では吸わない」という意見が多く簡かれましだ。中には、
「たばこが値上がりレたから、今、お父さん禁煙中で頑張っている」という話も出
ました。
だiまこr~自分だけでなく、周りにち容を及ぼすといわれています。今回の綬業を
きっかけに、ご家庭でもたばこについて話レ合っていただければと患いまず。

ヰ年担任君塚千恵子

「ウィジタースクールJ
今年も、 2月 1 6 日""19 日の期間で、 3泊4日のウインタースクールを実施レます。今年

は、 23年度の新学習指導要領に伴う行事の男直しにより、 5.6年生で、猪苗代磐線地方に
行って参ります。児童・毅師・生活指導員など、約 260 名の穴移動です。雪遊びゃゲレンデ
スキー、赤ベこ作り体験、野口英世記念館男学などが主なスケジュールです。 5. 6年生で、
学習することは少し異なりますが、 48閣で、スキー妓術や地方の伝統、集団生活でのノウハ
つなど、たくさんの事を学んでいきます。また、事前事後には総合的な学習の時間において、
歴史や伝統、地理なども学習します。 5年生は、初めての宿泊行事とレて、多少の不安もある
ようですが、友達と過ごすことを楽レみにレています。また、 6年生は、小学校費量後の患い出
作りをしようと期待に胸をふくらませています。
楽レく充実しだっインタースクールになるように、綿密に計画を繰り、安全に

も細I~\の注意をはらって尽力していきたいと患っています。ご家庭においても、
生活習慣や公共のマナーや道徳意識などを毅えておいていただけると幸いです。
なお、来年度は、 6年生が白光移動教室、 5年生がウインタースクールを実施

する予定です。
5年担任田中尚子

《お知らぜ》
1 月 31 日〈用) "" 2月4日〈金〉まで、タワーホール 1 階の展示室で江戸川区書き初め展が

行われます。本校からは2名の作昂が展示されます。ぜひご覧ください。
4年森元万里さん 〈毅育研究会長賞〉
6年伊藤彩夏さん 〈挺薦賞〉


